









































業を構想し、相互批評をさせて、班としての模擬授業の学習指導案をＢ 4 版 1 枚に
作ることを求めた（6）。「特論」では春期に予告をし、夏休み中に担当者である筆者へ
電子メールや郵送などで学習指導案のＢ 4・1 枚程度の第１次案を送らせて、その返









　小学校の授業は 45 分を標準とし、本専攻での授業は、90 分で行われる。そこで、
前半に模擬授業を行い、後半に模擬授業の授業者以外の学生を司会とする検討会、並


















さを考慮して、質問項目を 20 から 10 に減らした。第 2 に、差異がより顕著になる






















標準偏差 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10
1 年 1.00 0.73 0.81 0.74 1.04 0.35 0.95 0.89 0.54 0.67
2 年 0.95 0.93 0.95 0.47 0.91 0.40 1.07 0.79 0.82 0.76
3 年 0.98 1.06 0.77 0.90 0.98 0.33 1.16 1.41 1.26 1.02
4 年 1.01 1.01 0.84 0.97 0.81 0.52 1.09 1.01 0.88 0.82








回答数 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10
1 年 45 45 45 45 45 45 45 44 45 44
2 年 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36
3 年 41 41 41 41 41 41 41 41 41 41
4 年 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38
6 年 44 44 43 44 44 44 44 35 44 44
平　均 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10
1 年 5.13 4.67 4.87 3.93 4.73 3.91 40.7 5.30 5.87 4.84
2 年 5.22 5.17 5.22 4.00 4.31 3.81 4.17 4.42 4.78 4.92
3 年 4.61 4.80 4.51 3.98 4.39 3.88 5.10 4.76 5.34 4.68
4 年 4.63 4.24 4.76 3.47 4.24 3.79 4.63 5.08 5.74 4.42











えて表 4 へ記した。この表の st12 に関する学生のレポートでは学生が自分で平均値
を計算して元のデータを示してはいないので、回答数の記載を省く。また、表 2 と
重複するデータに関する回答数の記載も省いた。
　問 8 は、印刷物に関する評価であったが、st07 も印刷物を配ってはいない。欠損
値となるので、以下の分析では、問 8 を除外して処理する。
表 4：各問への回答の平均値
問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10 回答数
st01 5.38 4.88 5.38 4.38 4.00 4.00 3.88 3.88 4.50 5.13 8
st02 4.80 4.10 4.80 3.80 4.10 4.10 4.30 5.00 5.00 4.40 10
st03 4.86 5.14 5.00 4.14 4.80 4.00 3.43 4.71 4.86 4.86 7
st04 4.80 4.50 5.10 3.60 4.40 3.50 4.60 4.20 5.10 4.50 10
st05 4.14 4.43 4.14 4.14 4.29 3.86 5.29 4.00 5.14 4.00 7
st06 5.55 5.55 4.82 4.00 5.09 3.55 5.91 5.45 5.91 5.73 11
st07 4.11 4.44 4.00 3.89 4.44 3.67 4.67 ## 4.67 4.56 9
st08 4.00 4.22 3.67 4.11 4.11 3.22 4.00 3.89 4.44 4.00 9
st09 5.11 4.56 5.11 4.56 4.22 4.00 4.89 4.25 5.78 5.00 9
st10 4.14 4.14 4.71 3.86 4.86 3.86 3.14 4.00 5.14 4.43 7
st11 4.50 4.75 3.88 5.25 3.57 3.75 4.88 4.00 5.25 4.38 8
st12 5.20 5.50 4.00 4.00 4.40 3.60 5.50 4.70 5.40 5.45 ##
gr01 5.13 4.67 4.87 3.93 4.73 3.91 4.07 5.30 5.87 4.84
gr02 5.22 4.17 5.22 4.00 4.31 3.81 4.17 4.42 4.78 4.92
gr03 4.61 4.80 4.51 3.98 4.39 3.88 5.10 4.76 5.34 4.68
gr04 4.63 4.24 4.76 3.47 4.24 3.79 4.63 5.08 5.74 4.42
gr06 4.48 4.11 4.40 3.25 4.00 4.11 4.34 4.31 5.43 4.25
31
算数に関する模擬授業評価票の作製





　また、総合評価である問 10 も除外して、残る 6 項目に関して、因子分析（9）を行った。
図 1：問 4 と問 6
表 5：模擬授業評価票の因子分析での寄与率
固有値 寄与率 累積寄与率
因子 1 2.274 0.518 0.518
因子 2 1.158 0.264 0.781
因子 3 0.553 0.126 0.907
寄与率は表 5 に示す結果となった。3 番目以降の固有値は 1 未満となるので、因子の
数を 2 として、因子負荷量を求めた。その結果を表 6 として示す。目安として、因
子負荷量の絶対値が0.4以上のものを大きいとみなし、太字の書体で記した。因子1は、
問 1、3 での因子負荷量が大きく、「面白さ」をあらわす因子、因子 2 は問 7、9 での
因子負荷量が大きく、「丁寧さ」をあらわす因子と解釈できるだろう。問 5 は、独自
性が強く、問 2 は 2 つの因子のどちらに関しても因子負荷量が大きかった。「教科教
3.00
3.00






















































因子負荷量 問 1 問 2 問 3 問 5 問 7 問 9
共通性 0.985 0.469 0.644 0.147 0.981 0.241
独自因子 0.015 0.531 0.356 0.853 0.019 0.759
因子 1 0.914 0.495 0.776 0.372 － 0.141 0.221 面白さ
因子 2 0.387 0.474 － 0.203 0.093 0.993 0.438 丁寧さ
興味性 教科教育 独創性 指名 板書 教具
表 7：問 10 を目的変数とする重回帰分析
回帰係数 標準回帰係数 標準誤差 ｔ値 ｐ値
定数項 4.679 0.000 0.064 73.685 0.000
因子 1 0.333 0.720 0.064 5.185 0.000
因子 2 0.189 0.418 0.063 3.008 0.009















　また、これの問 11 を、総合評価とみなし、これを目的変数として、問 1 から問
10 までのそれぞれを説明変数とする重回帰分析（12）を行った。その結果の概要を表
8 に記す。＊が 5％、＊＊が 1％有意であることを示している。
表 8：模擬授業に関するアンケートの重回帰分析
定数項 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5
回帰係数 － 2.202 0.326 0.147 0.011 0.017 0.325
ｐ値 0.075 0.027 0.275 0.923 0.897 0.008
* **
問 6 問 7 問 8 問 9 問 10
回帰係数 － 0.328 0.231 0.185 0.078 0.435





























































（7） 藤川大祐「ストップモーション方式入門」『授業作りネットワーク』第 5 巻第 5 号（No.52、
1992．4 月号）
（8） 正田　良「模擬授業を中心とした算数教材研究演習の意義と試み」『三重大学教育実践総合セ
ンター紀要』 第 22 号、2002、pp.19-28。
（9） 統計処理ソフト Stat Partner を用い、そのデフォルトである主因子分析のバリマックス回転に
よった。
（10） 前掲の統計処理ソフトのデフォルトによった。


















教師役 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年





10 ／ 13、20　各班お勧めの紹介（1 ～ 3 年）、（4 ～ 6 年）　 （11 ／ 3 は休み）
10 ／ 27　班活動（班で 1 つの模擬授業案の企画。授業者はだれで、どの授業案を元に？）
11 ／ 10　準備作業（班での授業案・授業プリント（原則 B4・1 枚まで）の提出。）
11／17　１年模擬授業、11／24　2年模擬授業、12／1　3年、12／8　4年、12／15　5年、


























 6：当てはまる ／ 5：ややあてはまる ／ 4：どちらとも言えない

















12．入学した年度の西暦の下１桁（2 年生は 4、3 年生は 3）。
13 ～ 15 学生番号の下 3 桁を左から順に記して下さい。
回答欄：
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
